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No. 意見 対応方針（案）

18
年間100隻のクルーズ船寄港に向けては、通年で選んでもらえる
ような施策が必要と考える。 季節変動のない集客施設の立地を促し、通年性のあるコンテンツ

の充実を図ることを追記した。
ただし、海象条件の厳しい青森港では、冬季のクルーズ船寄港は長
期的な課題であることから、賑わい拠点として通年性を確保する
方針とした。

19
クルーズ船が寄港する新中央埠頭では、一年間を通じて利用され
る賑わい空間の形成に期待している。

第2回委員会における主要意見と対応方針

第２回委員会（令和6年8月22日時点） 第３回委員会
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３．１ 青森港の取組施策

【施策②-1】新たな集客施設の立地促進
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■ 本港地区の広域賑わい拠点形成イメージ

• 本港地区では、青森駅周辺に立地する既存の集客施設を活用しつつ、クルーズ旅客との交流、海を望む良好
な景観、海と触れ合うレクリエーションといった港湾としての強みを活かした広域賑わい拠点を形成する。

• 新中央埠頭・中央埠頭を中心に、新たな賑わい創出するエリアを確保し、みなと緑地PPP制度の活用等も検
討しつつ、季節変動のない新たな集客施設の立地を促進することで、通年性のあるコンテンツが充実した面
的な賑わい空間を創出する。

●上屋をリノベーションした複合施設

写真：港湾分野における官民連携の推進（R5.2.3）
国土交通省港湾局産業港湾課

■ 港湾における賑わい創出事例
●みなと緑地PPP制度の活用（神戸港(仮)新港第２突堤緑地）

資料：神戸港新港突堤西地区 （仮）新港第２突堤緑地（R6.2.8）
国土交通省港湾局産業港湾課

賑わい拠点
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No. 意見 対応方針（案）

20
インバウンドの増加している状況のなか、フェリー旅客の二次交通
にも配慮する必要がある。

フェリー埠頭と市街地のアクセスについて、インバウンドの増加が
見込まれることを追記した。

21
広域な賑わい空間という表現について、どこまでをターゲットにす
るかも含め、資料全体で整合を図る必要がある。

青森港を発着とした旅客の往来がある地域を記載し、ターゲットを
分かりやすく表現した。

第2回委員会における主要意見と対応方針

第２回委員会（令和6年8月22日時点） 第３回委員会


